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当行では、被仕向送金のデータ形式について2026年12月よりISO20022(MX)形式へ切り替えいたします。
本マニュアルは、入金指図時に必要な送金目的・商品の品目等の情報を先行して登録いただける送金目的マス
ター機能の操作マニュアルです。

※従来のMT形式でご利用いただける送金目的マスター機能については操作マニュアル（外為サービス編
Part1）をご参照ください。
なお、従来のMT形式での送金目的マスターは2026年12月のISO20022対応以降ご利用いただけません
ので、ISO20022形式でのご登録をお願いします。

（被仕向送金） ISO20022形式 送金目的マスター設定

トップページ、「マスター管理」-「マスター設定」を押します。

ISO20022形式の[送金目的マスター]ボタンを押します。

[送金目的マスター]ボタンを押す

（対応概要）
・マニュアルにある記載やアイコンは、キャプチャを取得して貼り付け。
（ズーム時にぼやけることが無いよう、極力ズームして取得）
・マニュアルに記載がない箇所は、テキストボックスで直接入力。
・画像は取得し直しました（ほとんど潰れていました）。



送金目的分類の指定を変更すると、入力中の

「送金目的」、「国際収支項目番号」、「商品情報」

の入力内容はすべてクリアされます。

任意の 送金目的マスター名 を、13文字以内の全角

または半角で入力してください。

ただし、同一名称の送金目的マスター名の登録はで

きません。
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従来のMT形式でご利用いただける送金目的マ

スターとは別に、新たに最大250件まで登録可

能です。

次ページへ P.4へ

直接入力した箇所について、PDFでズームした際に、
キャプチャで対応している箇所と解像度の差がある。
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入金指図時の際、一律指定（※）では「原産地」「船

積地域」「仕向地」を指定できません。

（※）入金指図時において「相場区分」「入金口座」 「送金

      目的」等を一律に指定できる機能です。
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3桁から4桁の半角数字で入力してください。

「ISO 送金目的コード選択」画面
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追加した送金目的マスターが画面下部の「送金目
的マスター一覧」の1行目に表示されます。

P.6「変更する場合」

P.6「削除する場合」
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P.2「 送金目的マスター名を入力」

確認メッセージが表示され、[OK]ボタンを押すと送金目的マスター（登録・照会・削除）」画面から、
選択した送金目的マスターが削除されます。

内容を修正し、[変更]ボタンを押します。

[前画面へ戻る] ボタン

＝ 変更を取りやめ、「送金目的マスター（登録・照会・

    削除）」画面に戻ります。

[マスター設定のトップページへ戻る] ボタン

＝ 変更を中止し、マスター設定のトップページに戻

ります。

変更を実行し、「送金目的マスター（登録・照会・削

除）」画面に戻ります。

変更した送金目的マスターが画面下部の「送金目的

マスター一覧」の1行目に表示されます。

削除を実行し、「送金目的マスター（登録・照会・削

除）」画面に戻ります。

選択した送金目的マスターが削除されて

いることをご確認ください。

入力方法については、「追加する場合」のページをご

参照ください。

太字で直接入力している箇所が、キャプチャで対応
している箇所とフォントの違いが目立つ。
（マニュアルで使用しているフォントが特殊なもの
のようで、フォントをそろえることができず。）


